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的
位
置

Ⅰ 高槻の自然環境

北
摂
山
地
と
　

高
槻
市
は
大
阪
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
は
京
都
府
亀
岡
市
と
京
都
市
西
京
区
大
原
野

地
区
、
北
東
は
島

淀
川

低
地
　
　
本
町
、
南
東
お
よ
び
南
は
淀
川
を
隔
て
て
枚
方
市
お
よ
び
寝
屋
川
市
、
西
は
茨
木
市
と
摂

津
市
に
そ
れ
ぞ
れ

隣
接
し
て
い
る
。
市
域
の
四
極
は
表

一
に
示
し
た
通
り
で
、
東
西
の
最
大
幅
約

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
た
い
し
て
南
北
の
最
大

長
は
約
二
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
市
域
面
積
は

一
〇
八

・
四
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
全
体
と
し
て
南
北
に
引
き
伸

ば
さ
れ
た
菱
形
に
近

い
形
を
し
て
い
る

(図
二
)。
こ
の
菱
形
は
、
そ
の
北
半
部
が
丹
波
高
地
に
連
な
る
北
摂
山
地

へ
楔

形

に

侵
入
す
る

一
方
、
南
半
部
は
大
阪
平
野
の
北
部
を
形
成
す
る
淀
川
低
地

へ
伸
び
て
お
り
、
北
摂
山
地
と
淀
川
低
地
と
が
接
す
る

あ
ん
こ
う
じ

と
ん

だ

中
央
部
に
は
、
日
吉
台
、
安
岡
寺
、
南
平
台
、
奈
佐
原
な
ど
の
丘
陵
地
が

つ
づ
き
、
富
田
台
地
が
南
方

へ
突
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
槻
市
域
が
北
摂
山
地
と
淀
川
低
地
と
い
う
二
つ
の
地
形
的
単
元
に
ま
た
が

っ
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、

先
史
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
こ
の
地
域
の
歴
史
の
発
展
に
多
様
な
性
格
を
与
え
る
重
要
な
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
。

市
域
の
南
東
辺
を
限
る
淀
川
は
、
市
域
南
部
の
沖
積
低
地
を
生
み
出
し
た

「母
な
る
大
河
」
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
開
発
と
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第一章　 高槻の位置

農
業
生
産
、
居
住
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
水
運
は
、
上
流
に
向

っ

て
は
京
都
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
を
通
じ
て
東
日
本
や
日
本
海
沿
岸
に
連
な
り
、
下
流
に

向

っ
て
は
大
阪
湾
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
西
日
本
各
地
に
通
じ
て
、
こ
の
地
域
を
全
国
的

な
動
向
の
中
に
位
置
付
け
、
開
か
れ
た
地
域
史
を
生
み
出
す
役
割
を
演
じ
て
き
た
。

一
方
、
北
摂
山
地
に
源
を
発
し
て
市
域
を
縦
貫
し
、
淀
川
低
地
に
流
れ
下

っ
て
い
る

芥
川
、
桧
尾
川
と
い
っ
た
河
川
と
そ
の
河
谷
は
、
山
地
と
低
地
を
続
ぶ
回
廊
と
し
て
機

能
し
、
両
地
域
を
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
山
地
と
低
地
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
歴
史

を
展
開
さ
せ
る
基
盤
に
も
な

っ
て
い
た
。

瀬
戸
内
気
候

区

の
東
縁

高
槻
市
域
は
、
気
候
的
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
域
が
瀬
戸
内
気
候

区
に
含
ま
れ
、
そ
の
東
縁
付
近
に
位
置
す
る
。
瀬
戸
内
気
候
区
は
温

暖
寡
雨
で
住
み
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
は
ま
た
米
作
を
中
心
と
す
る
農
耕
に
も
最
適
な
環
境
を
な
し
、
豊
か
な
農
業
生
産

を
背
景
に
し
た
歴
史
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
高
槻
市
で
は
、
南
北
に
細
長
い
市
域
の
北
半
部
が
山
地
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
山
間
部
と
平
野
部
で
は
気
候
の
う
え
で
も
か
な
り
の
差

が

認

め

ら

れ
、
市
域
の
北
端
に
位
置
し
て
標
高
約
三
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
樫
田
地
区
で
は
、
南
部
の

平
野
部
に
比
べ
て
、
気
温
が
三
～
五
度
低
い

一
方
、
降
水
量
は
年
間

一
六
〇

ミ
リ
前
後

表1　 高槻市の四極と市役所の位置

経 度緯 度所 在 地

東 経135度40分

135　 33

135　 35

135　 36

135　 37

北 緯34度52分

34　 56

34　 58

34　 47

34　 51

淀 の原町地先 の淀川

大 字二料小字院 ノ馬場
12番 地 の1

大 字杉生小字西谷17番 地

柱本町地先 の淀川

桃 園町2-1番 地

東 端

西 端

北 端

南 端

市 役 所
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多
く
な

っ
て
、
や
や
山
陰
型
に
近
い
気
候
を
呈
し
て
い
る
。

第
二
節
　
人
文
的
位
置

Ⅰ　高槻の自然環境

大
阪
・
京
都
の
　

高
槻
市
の
地
理
的
位
置
を
明
確
に
す
る
た
め
、
高

槻
市

役
所

を
中
心
に
半
径

一
〇
、
二
〇
、
三
〇
キ
ロ

中
間
的
位

置
　
　
メ
ー
ト
ル
の
同
心
円
を
え
が
い
た
の
が
図

一
で
あ
る
。
五
キ
ロ
圏
内
に
は
高
槻
市
主
要

部
の
ほ
と
ん
ど
全

域
を
は
じ
め
、
枚
方
市
中
心
市
街
地
、
茨
木
市
東
部
が
含
ま
れ
、

一
〇
キ
ロ
圏
内
に
は
茨
木
、
摂
津
両
市
の
ほ
と
ん
ど
全
域
、

吹
田
市
の
北
東
部
、
淀
川
以
南
で
は
枚
方

・
寝
屋
川
両
市
域
の
大
半
と
守
口
市
の
北
東
端
、
交
野
市
の
主
要

部
が
入
り
、
京
都

側
で
は
島
本
町
、
京
都
府
大
山
崎
町
の
全
域
と
長
岡
京
市
南
西
部
、
八
幡
町
西
半
部
が
入

っ
て
く
る
。
次
の
二
〇
キ

ロ
圏
に
な

る
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
市
町
村
数
は
著
し
く
増
大
し
、
大
阪
平
野
北
東
部
か
ら
兵
庫
県
伊
丹

・
川
西
両
市

の
主
要
部
、
京
都

府
亀
岡
市
の
南
部
か
ら
宇
治
市

・
向
日
市
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
盆
地
南
部

の
全
域
、
生
駒
山
地
北
部
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、

こ
こ
で
印
象
的
な
の
は
国
鉄
の
大
阪
駅
と
京
都
駅
が
、
と
も
に
半
径
二
〇
キ
ロ
線
付
近
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
三

〇
キ
ロ
圏
で
は
大
阪

・
京
都
両
市
の
市
街
地
全
域
を
は
じ
め
、
大
津
、
奈
良
の
両
県
庁
所
在
都
市
や
阪
神
間

の
諸
都
市
、
京
都

府
の
亀
岡
盆
地
な
ど
が
含
ま
れ
、
四
〇
キ
ロ
圏
に
な
る
と
滋
賀
県
湖
南
地
方
や
奈
良
盆
地
、
南
河
内
か
ら
泉
北
の
諸
都
市
、
兵

庫
県
で
は
神
戸
市
街
の
東
半
部
や
三
田
市
、
篠
山
盆
地
東
部
、
京
都
府
で
は
丹
波
高
地
南
部
の
桑
田
郡
京
北
町
や
船
井
郡
日
吉

町
、
丹
波
町
な
ど
が
入

っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
阪

・
京
都
両
大
都
市
の
中
間
に
位
置
し
、
市
民

の
日
常
的
行
動
範
囲
と
も
い
う
べ
き
四
〇

キ

ロ
圏

内

に
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第一章　高槻の位置

図1　 高槻市の地理的位置

は
、
近
畿
地
方
主
要
部
の
ほ
と
ん

ど
全
域
が
包
み
込
ま
れ
、
大
阪

・

京
都
両
市
の
都

心
へ
三
〇
分
以
内

で
到
達
し
う
る
と
い
う
高
槻
市
の

地
理
的
位
置
は
、
こ
の
地
域
の
歴

史
を
京
阪
両
都
心
を
は
じ
め
畿
内

各
地
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
の
中

で
展
開
さ
せ
、
独
特
の
歩
み
を
た

ど
ら
せ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
高

槻
市
の
性
格
を
強
く
規
定
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
も

っ
と
も
象
徴

的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
高
槻
市

役
所
の
塔
屋
に

白
く
輝

く
市
章

(写

一
)
で
あ

り
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
は
大
阪

・
京
都
両
市
の
市
章
を

組
み
合
せ
て
高
槻
の
高
を
か
た
ど

っ
た
も
の
で
あ

る
。
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Ⅰ　高槻の自然環境

高
槻
市
の
地
理
的
位
置
を
大
都
市
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
大
都
市
の
周
辺
に
位
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で

近

郊

地

域

そ
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
大
都
市
の
存
立
に
と

っ
て
不
可
欠
な
機
能
を
有
し
て

い
る
近
郊
地
域
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
高
槻
市
は
大
都
市

(母
市
)
の
機
能
を
分
担
し
、
日
常
の
諸
活
動
に
お
い
て
大
都
市

（母
市
）
に
従

属
し
つ
つ
密
接
な
関
係
を
有
す
る
衛
星
都
市
と
し
て
の
性
格
が
強

い
。

こ
の
よ
う
な
近
郊
地
域
と
し
て
の
性
格
は
、
大
阪
、
京
都
が
近
代
都
市
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過
程
で
、

二
〇
世
紀
初
頭
に

は
近
代
的
大
工
場
が
立
地
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
内
陸
工
業
地
域
の
拡
大
、
六
〇
年
代
以
降

写1　 市役所塔屋の市章

の
大
規
模
な
宅
地
開
発
に
よ

っ
て
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い

っ
た
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
あ

っ
て
も
、
奈
良
盆

地
南
部

の
飛
鳥
地

方
か
ら
直
線
距
離
で
約
四
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
城
京
、
平
安
京
か
ら
は
同

じ
く
そ
れ
ぞ
れ
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
難
波
京
か
ら
は
約

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
、
古
代

の
帝
都
に
近
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
地
域
の
古
代
史
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
中
世
に
は
、
当
時
の
幹
線
交
通
路
で
あ

っ
た
西
国
街
道
や
淀
川

水
運
に
沿

っ
た
、
都
に
近

い
要
衝
と
し
て
固
有
の
歴
史
展
開
を
示
し
た
。
大

坂
の
都
市
的
地
位
が
確
立
し
た
近
世
に
は
、
高
槻
藩
の
存
在
そ
の
も
の
が
京

坂
両
都
市
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
市
場
で
の
消
費
を
前
提
と
し
た

酒
米
や
菜
種
の
栽
培
、
寒
天
製
造
や
富
田
の
酒
造
業
な
ど
、
近
郊
地
域
と
し

て
の
特
色
を
色
濃
く
し
て
い
っ
た
。
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